
 

（第２号様式） 
令和８年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立百合丘高等学校長 学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月９日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①確かな学力の育成に努

め、質の高い学びを実現

し、生徒が自らの個性・能

力を伸張する高い意識を持

って学習するカリキュラ

ム・マネジメントを進め

る。 

②国際理解教育の推進及び

グローバル人材の育成を図

り、持続可能な社会の創り

手として学び続ける自立し

た学習者を育成する。 

 

③学校行事や生徒会活動等

においては生徒が主体的に

取り組み、生徒中心の行事

となる取組を促進し、他者

に影響を与え、学校や社会

に貢献できる人材を育成す

る。 

 

①確かな学力の育成と質の高
い学びを実現する。 
 
 
 
 
 
 
②生徒自らがグローバルな視
点を持ち、持続可能な社会を
作り出す意識を育めるような
学びを推進していく。 
 
 
 
 
③学校行事等で生徒が主体的
に取り組み、生徒中心の行事
となる取組を促進するととも
に、社会にも貢献できる人材
を育成する。 

①基礎学力の向上を
目指し、教科内及び
他教科と協働し授業
実践を行う。 
 
 
 
 
②各科目等でテーマ
に沿った探究活動を
推進し、生徒の向上
心を育み、学びの振
り返りをより高い目
標に結びつけられる
よう支援する。  
 
 
③学校行事や日々の
生徒活動について、
委員会やクラス係な
どが主体となって活
動できるようにす
る。 

①教科会を中心に授
業改善の検討を進
め、生徒の学力の向
上に努めることがで
きたか。 
 
 
 
②ICT 等のツールを
活用しながら生徒が
主体的に探究学習を
し、課題解決方法を
考える学びを継続す
るサイクルづくりが
できたか。 
 
 
③諸活動について生
徒主体の運営をし、
次年度につながる体
制が確立できたか。 

①各教科とも様々
な工夫をこらし、
生徒の主体的な学
びや基礎学力の向
上に寄与するべく
取り組むことがで
きた。 
 
 
②様々な科目でグ
ループでの協議・
討論やプレゼンテ
ーションなどで、
探究活動を取り入
れ た 授 業 を 展 開
し、主体的に学ぶ
態度を育むことが
できた。  
 
③学校行事や対外
的 な 行 事 に お い
て、生徒会を中心
とした生徒の積極
的な参加や、自主
的な運営の取組み
が見られた。 

①他教科と協働、
教科横断の取組み
という点において
は取組みがうまく
進まず、課題が残
っている。 
 
 
②令和８年１月に
電子黒板が導入さ
れたが、導入直後
と い う こ と も あ
り、その有効活用
については課題が
残っている。 

・丁寧に「考える
力 」 を 育 て て い
る。 
・様々な指導が教
員に求められてい
るが、そのような
スキル教育を教員
が十分に受けられ
ているか。現場任
せにせず根本的な
教員の育成・人事
管理改革も必要と
考える。 
 
・部活動加入率に
ついて、環境を整
えることで増える
ことがあれば協力
したい。 
・大学でも体育会
系、上下関係がわ
ずらわしい、成果
のための努力から
避ける傾向。 
・進路に結び付け
てやりたいことを
見つける働きかけ
をしてはどうか。 

①各教科とも様々な
工夫をこらし、生徒
の主体的な学びや基
礎学力の向上に寄与
するべく取り組むこ
とができた。教科横
断的な取組みが課題
である。 
 
②様々な科目でグル
ープでの協議・討論
やプレゼンテーショ
ンなどで、探究活動
を取り入れた授業を
展開し、主体的に学
ぶ態度を育むことが
できた。生徒の活動
においても電子黒板
の有効活用方法を探
っていくのが課題で
ある。  
③１年を通して行事
や対外的行事で多く
の生徒の活躍が見ら
れた。特定の生徒に
限らず、さまざまな
生徒の活躍機会をつ
くりたい。 

①教科横断の授業
参観や授業改善研
修を実施に取り組
んでいく。 
 
 
 
②電子黒板の有効
活用授業事例など
の情報を集め、研
究していく。 

 

③生徒に学校生活
にさらなる意欲と
関心をもたせるこ
とが必要であり、
部活動加入率を高
めるとともに行事
への生徒の意欲的
な参加を促す対策
を考えたい。 

 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひとりの個性や

実情に応じてそのニーズに

応え、多様な可能性を延ば

す支援体制の充実を図る。 

 

 

 

②困難を抱える生徒を支援

につなぎ、誰一人取り残さ

ず、全ての人の可能性を引

き出す共生社会の実現に向

けた支援体制の構築を図

る。 

 

③規範意識を養い、安全・

安心な学校生活を保障し、

自尊感情や自己効力感を高

め、自他を尊重する心を育

み、ウェルビーイングの実

現を目指す。 

 

①教育相談等の生徒支援体制
に重点を置き、生徒の多様性
に応え、生徒の可能性を伸ば
す支援を行う。 
 
 
 
 
 
②困難を抱える生徒対し、困
難の言語化・見える化を図
る。生徒の社会的側面から生
徒の背景にある困難に対し支
援を図る。 
 
 
 
③規範意識を育成し、道徳的
実践力を養う。自他を尊重す
る心を育み、自尊感情を養
う。また、安心で安全な学校
生活を送れるよう図る。 

①日常より学校や家
庭においての困り感
を相談しやすい体制
を整え、信頼関係を
構築する。 
 
 
 
 
②サポートドック
等、困難を抱える生
徒を SC・SSW と連携
を図り、外部機関等
に繋げる。 
 
 
 
③平穏な社会関係を
形成するために自ら
の考えや方策を身に
着け、互いの人格や
権利を尊重し、義務
や責任を果たせる力
を育む。 
 
 
 

①相談しやすい体制
は整えられたか。生
徒、保護者との信頼
関係は築けたか。 
 
 
 
 
 
②サポートドックを
有効活用できたか。
SC・SSW との連携や
外部機関との連携は
図れたか。 
 
 
 
③道徳的規範意識を
育成できたか。人格
や権利を守り、自尊
感情を養えたか。 
問題行動を未然に防
止できたか。 

①教育相談 CO を各
学年に配置するこ
とで教育相談体制
を整え、週１回の
教育相談会議での
情報の共有を生徒
支援に繋げ、保護
者との信頼関係を
構築した。 
②サポートドック
を実施することで
SC、SSW の協力のも
と、悩みを抱える
生徒の早期発見や
早期支援に繋げら
れた。 
 
➂HR や学年集会を
通して道徳的規範
意識を育成し、互
いの人格や権利を
守り義務や責任を
果たせる力を養っ
た。 

①保護者からの要
望も多岐に渡り、
対応に苦慮する場
面もあった。管理
職や関係職員と連
携し、より丁寧な
対 応 を 心 掛 け た
い。 
 
②欠席を重ねる生
徒への支援が遅れ
ないように心がけ
る。サポートドッ
クの実施時期を検
討するのが課題で
ある。 
 
➂問題行動を未然
に防止できるよう
取 り 組 ん で い る
が、度々問題行動
が起きている。 

・生徒に対する講
演会等、ＯＢ・Ｏ
Ｇで支援できるこ
ともあると思うの
で、来年度検討す
る。 
 
・交通安全につい
ては、罰則も厳し
くなることから、
学校でも注意喚起
を強めていただき
たい。 

①教育相談 CO を各学
年に配置することで
教育相談体制を整え
たことで、各学年が
情報の共有を生徒支
援に繋げ、保護者と
の信頼関係を構築し
た。 
 
②サポートドックを
実施し SC、SSW の協
力のもと、悩みを抱
える生徒の早期発見
や早期支援に繋げる
ことができた。 
 
 
➂HR や学年集会を通
して、学年ごとの道
徳的規範意識をそれ
ぞれ育成し、互いの
人格や権利を守り、
義務や責任を果たせ
る力を養った。 

①保護者からの要
望に対して、管理
職や関係職員と連
携しながらより丁
寧な対応を心掛け
る。 
 
 
 
②欠席を重ねる生
徒への支援が遅れ
ないように心がけ
る。サポートドッ
クの実施時期を検
討する。 
 
 
➂交通安全も含め
て、生徒の規範意
識の醸成に努め、
問題行動を未然に
防止できるよう、
引 き 続 き 取 り 組
む。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月９日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①予測不可能な時代の中で
も、活躍することのできる
人材の育成を図る。 
 
②生徒自らのキャリア形成
を意識できる進路活動の充
実を図り、より高い進路目
標設定が行える指導・支援
を推進するための体制を構
築する。 
 
③将来の自分のキャリアに
責任を持ち、生涯にわたっ
て学び続ける学習者として
の基盤を培う。 
 

①３年間を見通した進路支援
体制を充実させ、主体的な学
びに基づく進路活動ができる
ように支援する。 
 
②生徒が長い目で自らの進路
を考えるとともに、より高い
目標設定が行えるよう、情報
提供や学習支援に努める。 
 
 
 
 
 
③広い視野を持ち、社会との
関わりという観点で将来を考
え、学びを深めていけるよう
に意識付けを行う。 
 

①進路行事等につい
て、必要に応じて内
容の改善を図り、生
徒の主体的な進路活
動を促す。 
②-1 多様化する進路
活動に対応し必要な
情報提供を行う。 
 
②-2 学習習慣の定着
と学力向上に向け
て、模擬試験、講
習、資格試験等の有
効活用を図る。 
 
③総合的な探究の時
間を通して、社会の
様々な分野に関する
問題意識を喚起し、
自らの進路と結びつ
けながら課題を解決
する力を育成する。 

①進路行事等の見直
しや内容改善を行う
ことができたか。 
 
②-1 多様化する進路
活動に対し必要な情
報提供を行うことが
できたか。 
 
②-2 学習習慣の定着
と学力向上に向け
て、模擬試験、講
習、資格試験等が有
効活用できたか。 
 
③総合的な探究の時
間を通して、生徒の
問題意識を喚起し、
課題解決能力を育成
することができた
か。 

①説明会・講演会
等の日程や内容を
現状に即して見直
した。 
 
②-1 生徒や保護者
が十分に考えを深
めて進路決定でき
るよう、様々な情
報提供を行った。 
②-2 授業や夏期講
習と結びつけるな
ど模擬試験の有効
活用を図った。ま
た進路を見据えて
の資格取得を推奨
した。 
 
③生徒の問題意識
の喚起と課題解決
能力の育成に向け
て、探究活動をサ
ポートすることが
できた。 

①次年度も引き続
き、情報提供や意
識付けに有効な行
事のあり方を検討
する。 
②-1 年内入試、特
に総合型受験の増
加に対応し、一層
確実に情報を収集･
整理していく必要
がある。 
②-2 各教科と連携
してさらに効果的
な活用を目指す。 
 
 
③問題意識の喚起
に比して問題解決
力の育成について
は不十分なところ
もあり、アプロー
チを工夫したい。 

・ 「 行 き た い 大
学」へ進学する生
徒がさらに増える
とよい。 
 
・調査書の部活動
等 の 記 載 に つ い
て、総合型でそれ
により有利不利に
な る こ と は な い
が、面接の際に話
題が発展する可能
性が広がる。 

①説明会・講演会等
の日程や内容を現状
に即して見直した。 
②-1 生徒や保護者が
十分に考えを深めて
進路決定できるよう
様々な情報提供を行
った。多様化する進
路活動への対応が引
き続き課題である。 
②-2 模擬試験の有効
活用を図り、また進
路を見据えての資格
取得を推奨した。効
果は上がりつつあり
一層の推進が求めら
れる。 
③生徒の問題意識の
喚起を図ることがで
きたが、課題解決能
力の育成には不十分
なところが残った。 

①引き続き情報提
供や意識付けに有
効な行事を企画し
「行きたい」進路
の実現に結びつけ
ていく。 
②-1 一層確実な情
報の収集･整理に努
める。課外活動を
進路活動に活かす
ための情報提供も
行う。 
②-2 各教科と連携
してさらに効果的
な活用を目指す。 
③課題解決力の育
成につながるアプ
ローチを工夫して
いく。 

４ 地域等との協働 

①地域・保護者等と連携・
協働し、学校の教育力の向
上を図るとともに、地域に
親しまれる学校作りを進め
る。 
 
 
②コミュニティ・スクール
の取組の推進により、地域
の教育力の活用や産学協働
体制の構築を図る。 

①地域・保護者等と連携・協
働し、学校の教育力の向上を
図るとともに、地域に親しま
れる学校づくりを進める。 
 
 
②コミュニティ・スクールの
取組の推進により、地域の教
育力の活用や産学協働体制の
構築を図る。 

①生徒が地域の行事
や学校説明会等に積
極的に参加し、生徒
の様子や活動を知っ
てもらう機会を増や
す。 
 
②地域の教育機関と
の交流の機会をも
ち、互いに学び合え
るコミュニティーづ
くりを進める。 

①生徒が行事などに
参加する機会が増
え、地域が本校の活
動などを認知する機
会が増加したか。 
 
 
②地域の教育機関と
の交流の機会をも
ち、キャリア活動が
活発にできたか。 

①全３回の学校説
明会での生徒の参
加や地域行事への
取り組みにより、
本校生徒の様子を
知ってもらう機会
となった。 
 
②学校見学や他校
との共催行事など
で地域との連携を
進めることができ
た。 

①時期の都合によ
り地域行事への参
加 が 少 な く な っ
た。生徒会役員だ
けでなく、文化部
等と連携した取組
みが必要。 
 
②周囲に多くの教
育機関がありキャ
リア活動には恵ま
れた環境であるた
め、さらに連携を
深めていきたい。 

・正月に開催する
祭礼で販売するお
酒のラベル(ﾒﾃﾞｨｱｸ
ﾘｴｲｼｮﾝ部作製)は好
評である。 
・にこにこハーモ
ニーについては学
校の負担もあり、
早めに意見をいた
だきながら進めた
い。 
・ＰＴＡは今後も
学 校 、 地 域 と 連
携・共同し、主体
性を持って実施し
ていきたい。 
 

①学校説明会や地域
行事等への生徒の参
加により、本校生徒
の様子を知ってもら
う機会となった。本
校の魅力を分析し、
さらなる発信をして
いきたい。 
 
②地域との連携を少
しずつ進めることが
できた。地域の需要
と本校生徒の需要を 
マッチさせ、さらに
連携を深めていく。 

①部活動や生徒会
のさらなる活性化
と、HP や SNS など
を活用し、本校の
取組みや魅力を発
信する。 
 
②環境整備事業や
やまゆり鑑賞会等
の運営を、ＰＴＡ
や地域と生徒の委
員会が協働して継
続していく。 
 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①校務におけるコンプライ
アンスの徹底と不祥事防止
の徹底により、信頼に根ざ
した学校づくりを推進す
る。 
 
② 安心で快適な教育環境
の整備のために、組織的・
計画的な学校安全を推進
し、激甚化・頻発化してい
る自然災害や、事故・事
件、犯罪などに備えて子ど
もたちが自らの安全を確保
できる資質・能力を育成す
る。 
 
③働き方改革を一層促進す
るだけでなく、教師の個別
最適な学びや協働的な学び
を支える仕組みを構築し、
教職員のウェルビーイング
を図る。 

①不祥事防止を徹底し、地
域・保護者等から信頼される
学校づくり進める。 
 
 
 
②安心で快適な教育環境の整
備のために、組織的・計画的
な学校安全を推進し、激甚
化・頻発化している自然災害
や、事故・事件、犯罪などに
備えて生徒たちが自らの安全
を確保できる資質・能力を育
成する。 
 
 
③各教職員が職務に責任と誇
りを持ち、主体的に業務に取
り組むことで、働き方改革の
推進と教職員のウェルビーイ
ングを図る。 

①年間を通した計画
的な不祥事防止研修
に加え、外部講師を
招いてワークショッ
プ的な研修も行い、
意識の醸成を図る。 
 
②-１防災訓練、防災
講話、ＤＩＧ訓練等
を地域と連携を図り
ながら実施する。 
②-２保健体育科と連
携を図り、授業の中
で心肺蘇生法等を実
施する。 
 
③個々の教員が一人
で悩みを抱えること
がないよう、個別の
面談やコミュニケー
ションの機会を増や
し、雰囲気の良い活
気ある職場づくりを
行う。 

①計画的な不祥事防
止研修、及びワーク
ショップ的な研修を
実施することができ
たか。 
 
 
②-1 地域と連携しな
がら、訓練講和等を
実施し、防災に備え
る体制が構築できた
か。 
②-２心肺蘇生法を適
正に実施し、生徒が
適切な方法を学ぶこ
とができたか。 
 
③個別の面談やコミ
ュニケーションの機
会が増え、教職員の
ウェルビーイングが
図れたか。 

①計画的な不祥事
防止研修は実施で
きたが、外部講師
を招いたワークシ
ョップ的な研修は
実 施 で き な か っ
た。 
②-1 防災訓練・
講話、ＤＩＧ訓練
等を地域と連携を
図りながら実施す
ることができた。 
②-２ １年生の保
健の授業で実習を
含め、今後実施で
きた。 
 
③管理職と職員、
職員相互のコミュ
ニケーションが増
え、主体的に業務
に取り組む職員が
増えた。 
 

①外部講師を招い
たワークショップ
等も含め、職員の
意見を聞きながら
より効果的な研修
の充実を図る。 
 
②-1 悪天候により
防災訓練時に実施
できないものがあ
った。次年度は実
施したい。 
②-２ 次年度も継
続的に１年生の保
健の授業で実習を
含め、今後実施の
予定である。 
③引き続き雰囲気
のよい職場づくり
に 努 め る と と も
に、仕事の効率化
を図り、時間外労
働 を 縮 小 に 努 め
る。 

・学校運営協議会
の制度ができて管
理・運営の成果は
上がっていると思
うが、運営そのも
のは学校の負担に
なっていないか。
本会そのものの運
用について、現場
を見据えた検討の
時期ではないか。 
 
・学校側の評価は
優秀であり、安心
して任せられる。 

①計画的な不祥事防
止研修により職員の
不祥事防止への意識
の高揚が図られ、不
祥事をおこすことな
く、風通しのより職
場づくりに努めるこ
とができた。 
 
②-1 防災や安全に係
る事業を計画的に行
い、防災・安全意識
を高めることができ
た。防災の実地訓練
は天候に左右される
ため、工夫が必要で
ある。 
 
③職場アンケートか
ら、情報共有や連
絡・相談、協働・連
携が概ねできてお
り、引き続き雰囲気
のよい職場づくりに
努める。 

①不祥事防止への
高い意識を持ち続
けるため、地域や
同窓会等の人脈も
生かし、外部講師
を招いたワークシ
ョップ等の実施を
検討していく。 
 
②-1 防災や安全に
係る意識のさらな
る 高 揚 を 図 る た
め、より効果的な
内容を精査してい
く。 
 
③個々の職員の適
性を踏まえた人事
配置に努め、個別
面談や速やかな相
談対応により、職
員のウェルビーイ
ン グ を 図 っ て い
く。 

 


